
金融資産運用

各種の経済指標に始まり、債券、株式、投資信託、外貨建商品などの特
徴や、金融派生商品、ポートフォリオ理論の考え方、金融商品等のセーフ
ティネット、金融資産運用に関連するさまざまな法律などについて学習し
ます。

学習のポイント

出題予想

基礎編 9問／50問

応用編 大問1問（小問3問）／大問5問（小問15問）
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（1）景気をみる指標
①国内総生産（ＧＤＰ）
a.	一定期間にその国でつくり出された財やサービスなどの付加価値の合計
b.	内閣府が四半期ごとに調査・公表
c.	最も高い構成比を占めるのは、民間最終消費支出である
d.	ＧＤＰには、実際に市場で取引されている価格に基づいて推計された値で
ある「名目値」と、参照年からの物価の上昇・下落分を取り除いた値であ
る「実質値」がある
e.	一般的に、経済成長率は「実質経済成長率（実質ＧＤＰ成長率）」で判	
断し、「名目経済成長率（名目ＧＤＰ成長率）－物価上昇率」で計算される

②景気動向指数
a.	生産や雇用など、さまざまな経済活動での重要かつ景気に敏感な指標の動
きを統合することによって、景気の現状把握および将来予測に資するため
に作成された統合的な景気指標であり、ＣＩ（コンポジット・インデック
ス）とＤＩ（ディフュージョン・インデックス）の２つがある
b.	内閣府が毎月、調査・公表
c.	ＣＩは景気に敏感な指標の前月と比べた変化量を合成した指数であり、主
として景気変動の大きさや量感を測定するために算出されている
d.	一般に、ＣＩ一致指数が上昇しているときは景気の拡張局面であり、ＣＩ
一致指数の動きと景気の転換点はおおむね一致する
e.	ＤＩは景気に敏感な指標を3ヵ月前と比べ、改善した割合を示した指数で
あり、主として景気の各経済部門への波及度合いを測定するために算出さ
れている
f.	かつてはＤＩ中心の公表であったが、現在はＣＩ中心の公表となっている
g.	景気転換点の判定には、ヒストリカルＤＩが用いられる

経済指標の基礎知識1
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＜景気動向指数採用指標一覧＞（2021年３月8日現在）

先行系列
（11）

最終需要財在庫率指数（逆）、鉱工業用生産財在庫率指数（逆）、�
新規求人数（除く学卒）、実質機械受注（製造業）、新設住宅着
工床面積、消費者態度指数［※二人以上世帯、季節調整値］、日
経商品指数（42種総合）、マネーストック（Ｍ２）（前年同月
比）、東証株価指数、投資環境指数（製造業）、中小企業売上げ
見通しＤＩ

一致系列
（10）

生産指数（鉱工業）、鉱工業用生産財出荷指数、耐久消費財出荷
指数、労働投入量指数（調査産業計）、投資財出荷指数（除く輸
送機械）、商業販売額（小売業）（前年同月比）、商業販売額（卸
売業）（前年同月比）、営業利益（全産業）、有効求人倍率（除
く学卒）、輸出数量指数

遅行系列
（9）

第３次産業活動指数（対事業所サービス業）、常用雇用指数（調
査産業計）（前年同月比）、実質法人企業設備投資（全産業）、
家計消費支出（勤労者世帯、名目）（前年同月比）、法人税収
入、完全失業率（逆）、きまって支給する給与（製造業、名目）、
消費者物価指数（生鮮食品を除く総合）（前年同月比）、最終需
要財在庫指数

（注）「（逆）」とは、景気に対して逆サイクルを示す指標である。

③全国企業短期経済観測調査（日銀短観）
a.	さまざまな業種（製造業・非製造業）、さまざまな規模（大企業・中堅企
業・中小企業）の企業経営者を対象に自社の現況や先行きの見通しについ
て行うアンケート調査
b.	資本金2,000万円以上の民間企業が調査対象
c.	業況等の現状・先行きに関する判断（判断項目）、事業計画に関する実
績・予測（計数項目）および物価の見通しという企業活動全般に関する項
目がある
d.	日本銀行が年４回調査・公表
e.	最も注目度が高いのが、業況判断ＤＩである
f.	業況判断ＤＩは、調査対象企業に現況や先行き（３ヵ月後まで）の見通し
を「良い」「さほど良くない」「悪い」の３つの段階で尋ね、「良い」を
選択した企業の割合から「悪い」を選択した企業の割合を差し引いて算出
する

経済指標の基礎知識
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④マネーストック統計
a.	一般法人や個人、地方公共団体などの通貨保有主体（金融機関および中央
政府以外の経済主体）が保有する通貨量の残高を集計したもの
b.	「Ｍ１」「Ｍ２」「Ｍ３」「広義流動性」の４つの指標がある
c.	日本銀行が毎月、調査・公表

（2）物価をみる指標
①企業物価指数（CGPI）
a.	企業間で取引される商品の価格に焦点をあてた物価指数
b.	日本銀行が毎月、調査・公表
c.	商品の属性によって採用品目を分類した基本分類指数には、「国内企業物
価指数」「輸出物価指数」「輸入物価指数」の３つがある

②消費者物価指数（CPI）
a.	全国の世帯が購入する財やサービスの価格の動きを指数化したもの
b.	総務省が毎月、調査・公表
c.	一般的に、企業物価指数と比べ、変動率が小さいといわれている
d.	公的年金額の改定に利用されている
e.「コアＣＰＩ」は生鮮食品を除いて算出したもの
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チェックテスト

□□□	1	）	国内総生産（ＧＤＰ）において最も高い構成比を占めるのは、民間
最終消費支出である。

□□□	2	）	景気動向指数におけるＣＩは、原則として景気に敏感な指標の改善
した割合を示した指数であり、主として景気の各経済部門への波及
度合いを測定するために算出されている。

□□□	3	）	全国企業短期経済観測調査（日銀短観）において最も注目度が高い
のは、業況判断ＤＩである。

□□□	4	）	マネーストック統計は、日本銀行が年４回、調査・公表する。
□□□	5	）	消費者物価指数は、公的年金額の改定に利用されている。

	1	）〇
	2	）×　	景気動向指数におけるＣＩは、景気に敏感な指標の量的な動きを合成

した指数であり、主として景気変動の大きさや量感を測定するために
算出されている。問題文は「ＤＩ」についての説明である。

	3	）〇
	4	）×　	マネーストック統計は、日本銀行が毎月、調査・公表する。
	5	）〇
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